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　「 中海・ 宍道湖８ の字ルート 」 の一部を 構成する 高規格道路「 境港出雲

道路」 は、 速達性・ 定時性の確保によ る 物流の高速化や広域周遊観光ルー

ト の構築など 、 圏域の産業振興に大き く 寄与する だけでなく 、 災害時に避

難路・ 緊急輸送道路と し ての機能を果たすこ と が期待さ れる 重要な社会イ

ンフ ラ です。

　 令和６ 年能登半島地震によ り 多く の幹線道路が被災し た事例や、 本県で

発生し た令和６ 年７ 月豪雨災害で幹線道路が寸断し た事例など から 明ら か

になった半島防災の重要性を踏ま え 、 災害から の迅速な復旧と 早期の日常

生活・ 経済活動の再開を見据えた、 被災後直ちに機能する 道路ネッ ト ワ ー

ク の構築が求めら れていま す。

　 令和６ 年１ ２ 月に開催さ れた社会資本整備審議会道路分科会中国地方小

委員会においても 、「 中海・ 宍道湖圏域の持続的発展を 考える と 、 東西方

向における 交通課題の解消や、空港・ 港湾アク セス 強化等に資する 道路ネッ

ト ワ ーク の整備が必要」 と の見解が示さ れま し た。

　 こ れら を踏ま え、 令和７ 年度に「 境港出雲道路整備計画検討会」 を計２

回開催し 、 令和８ 年４ 月に出雲市街地周辺を優先区間と し て今後の進め方

を決定し たと こ ろです。

　 ま た、「 境港出雲道路」 の一部区間と し て現在整備を 進めている 「 国道

４ ３ １ 号松江北道路」 は、 松江市街地の外環状道路と し て 、 交通渋滞の緩

和や山陰道へのアク セス 向上と いった効果が期待さ れる と と も に 、 災害時

の避難の円滑化など 防災機能の強化が見込ま れま す。

　「 国道４ ３ １ 号松江北道路」 の整備は、「 松江だんだん道路」 の全線開通

によ る 生産性向上と 企業進出・ 雇用創出の効果を増幅・ 拡充さ せる も のと

地元地域およ び経済界から 強い期待が寄せら れる 中、 今年度から 工事が本

格化し ており 、 今後多額の予算が必要と なり ま す。

　 つき ま し ては、 中海・ 宍道湖・ 大山圏域の発展に寄与する 「 境港出雲道

路」 と その一部をなす「 国道４ ３ １ 号松江北道路」 について 、 次の項目を

強く 要望いたし ま すので、 特段のご配慮をいただき ま すよ う お願い申し 上

げま す。



要　 望　 事　 項

１ ． 中海・ 宍道湖圏域を 結ぶ「 ８ の字ルート 」 の

一部を 形成する 「 境港出雲道路」 は、 東西方

向におけ る 交通課題の解消や空港・ 港湾への

ア ク セ ス 強化な ど 、 圏域の持続的発展に必要

な 道路であ り 、 災害に強い国土幹線道路ネ ッ

ト ワ ーク 機能を 確保する た めにミ ッ シ ン グ リ

ン ク 解消が 必要な 高規格道路で も あ る た め、

本県や関係自治体と 連携し 、 優先区間におけ

る 概略ルート ・ 構造な ど 、 計画の具体化に向

け た 検討を 進める と と も に、 未着手区間につ

いて 国の直轄事業と し て 早期事業化を 図る こ

と 。

２ ． 高規格道路「 境港出雲道路」 の一部と なる 「 国

道４ ３ １ 号 松江北道路」 は、 松江市街地の渋滞

緩和や災害時の迂回路確保に欠く こ と ができ な

い道路であ り 、 早期完成を 図る ため、 今年度か

ら 本格化し ている 工事に必要な予算を 確保する

こ と 。

　 　 そのためにも 、 令和９ 年度予算およ び国土強靱

化予算については、 道路関係予算を 拡大し た上

で所要額を満額確保する こ と 。
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